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河野　勝
秩序をめぐる探求
こうの　まさる／早稲田大学政治経済学術院教授
スタンフォード大学Ph.D（政治学）。ブリティッシュコロンビ
ア大学政治学部助教授、青山学院大学国際政治経済学部助教授
を経て、2003年より現職。早稲田大学現代日本社会システム
研究所の所長もつとめる。著書にJapan's Postwar Party Politics
（Princeton University Press）、『制度』（東京大学出版会）、『2009
年、なぜ政権交代だったのか』（共著、勁草書房）などがある。
　
ゲーム理論などで「調整問題」と呼ばれる状況が
ある。 「調整」 が成立してないと大変な目に遭うという状況のことである。たとえば、右側通行か左側通行かをルールとして決めておかないと、交差点を曲がったときに命を危うくするような事故が起きてしまうとか、信号が設置されていない いつまでたっても歩行者は車が行き来する道路を横断できず、きわめて非効率的だ、といった問題であ 。　
私のような政治学者が調整問題に興味を引かれる
のは、政治学の究極 な関心が秩序 いうものにあるからである。そもそも人間社会の秩序は、どのようにして生まれてくるのか。また、いったん きあがった秩序は、いかにして維持されるのか。志高世界のリーダーたちは、平和 ための国際秩序 希求し、民主化後の国家秩序の安定を模索す 。そうした崇高な取り組みも、もし すると、われわれ身近にある調整問題の解決からヒントを学べるかもしれない。　
最近、私自身が遭遇したふたつのエピソードを紹
介しよう。　
ひとつは、今年の四月、はじめてベトナムのハノ
イを訪れたときのこと。どこもかしこも路上 暴走するバイクで覆い尽くされている。レ ンはあってないようなもので、一方通行を平気で逆走するバイクさえあ 。もちろん信号 どはな し、あってもみなほとんど無視。では この混沌のなかに秩序がまったくないのか、という 、そんなことは い。よそ者の目からすると運転不可能と か思えないなかでも、現地の人たちはお互い接触せずにちゃんと運転しているし、歩行者も、お年寄り あろうが子供であろうが躊躇すること く一歩を踏み出し、は
ねられることなく道路をしっかり横断している。　
もうひとつは、五月に久々に関西に出張したとき
のこと。ご存知の通り、 東京と関西では、 エスカレーターに乗るときの慣行が異なる。東京では左側に並び右側を空け、空いた右側を急いでいる人が駆け抜けていく。一方、関西ではまった 逆 「右並び、左空け」 。たとえば 東京から新幹線に乗り新大阪で降りると、プラットホームから下るエスカレーターに乗ったところですで 、この慣行が成立していることに気づかされる。ところが 今回 出張では、さらに面白いこ を発見し 。夜 私が帰り線へ乗るためプラットホームに上るエスカレーターに乗り合わせると、 そこではなんと見事に「左並び、右空け」が、つまり東京型の慣行が、成立していた。そう、同じ新大阪の駅であ ながら、なのである　
この二つのエピソードはどちらも、調整問題の解
決の鍵が、人々によって共有されている期待 あるかないかにかかっている、ということを物語っている。ベトナムでベトナムなりに交通秩序が成立しているのは、現地の人たちのあいだではどうしたら事故を避けられるかという最低限の了解が共有されているからである。新大阪駅で東京型 エスカレーター慣行が成立しう のもまっ く で そこいる人たちの多くが「夜のこの時間に東京行きの新幹線に乗ろうとしている人の多くは、 へ帰 人だろう」という認識 共有できて るからである。　
では、人々の間で共有されるようになるこうした
期待は、どのようにして生まれ、どのように維持されるのか。秩序をめぐる探求は、結局のところ一回りして（空回りして？）同じ出発点に戻ってくるいうことを、よく繰り返すのであ 。
